
東京金山会総会と「ふるさとを語る集い」
を以下の通り開催いたします。

【日　時】　令和６年６月１６日（日）
　　　　　１０時３０分～１４時３０分
　　　　　（１部総会、２部懇親会）
【会　場】　アートホテル日暮里ラングウッド
　　　　　（旧ホテルラングウッド）
　　　　　JR山手線 日暮里駅 南口２分

　東京金山会は設立65回の節目にあたりま
す。65回目の記念総会にふさわしい盛大な
イベントとなるよう準備をすすめておりま
す。第2部の懇親会には豪華ゲストをお招き
しておりますので、こちらでご紹介をさせて
いただきます。東京近郊に在住のご家族や同
窓の方がいらっしゃいましたら、なにとぞ、
お声がけくだされば幸いです。
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※（　　）内作者名

５
月

新
刊
本

図　書　室　だ　よ　り

　
こ
ん
に
ち
は
。
金
山
健
康
ふ
れ
あ

い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局
の
齊
藤

で
す
。
今
年
も
ま
た
、
み
な
さ
ん
が

住
み
慣
れ
た
金
山
町
で
健
や
か
に
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
運
動
を

通
し
て
健
康
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
い
つ
ま
で
も
元
気
で
自
分
ら
し
く

過
ご
す
た
め
に
は
日
頃
の
健
康
づ
く

り
が
大
事
で
、
そ
の
た
め
に
は
生
活

習
慣
の
基
本
で
あ
る「
栄
養
」「
睡
眠
」

「
運
動
」
の
3
つ
の
バ
ラ
ン
ス
を
保

つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
ふ
れ
ス
ポ
で
は
町
の
体
育
施
設
を

利
用
し
て
子
供
か
ら
大
人
ま
で
ス
ポ

ー
ツ
を
通
し
て
健
康
づ
く
り
や
仲
間

づ
く
り
を
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
運
動
が
苦
手
な
方

で
も
、
こ
れ
な
ら
で
き
る
と
思
え
る

こ
と
、
自
分
に
合
っ
た
や
り
方
を
見

つ
け
て
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
は
全
町
内
を
訪
問
し
町
の
み

な
さ
ん
の
声
を
お
聞
き
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
希
望
が
あ
れ
ば
簡
単
な
運

動
や
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
行
い
ま
す
の
で

気
軽
に
お
声
掛
け
下
さ
い
。
ま
た
、

お
子
さ
ん
を
対
象
と
し
た
放
課
後
ス

ク
ー
ル
や
大
人
の
方
を
対
象
と
し
た

イ
ベ
ン
ト
教
室
を
行
い
ま
す
。
参
加

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

❶
中
央
公
民
館
の
前
に
て

❷
シ
ニ
ア
運
動
教
室
の
様
子

❸
森
図
書
へ
訪
問

❹
ふ
れ
ス
ポ
事
務
局
前
に
て

　
西
デ
ィ
コ
ン
セ
大
陸
の
聖
イ
ジ

ョ
ル
ニ
帝
国
。
領
主
の
娘
・
ユ
リ

ア
は
、
結
婚
と
淑
や
か
さ
の
み
を

求
め
る
親
族
か
ら
逃
げ
出
す
よ
う

に
父
ヘ
ク
ト
ル
と
共
に
レ
ー
エ
ン

デ
へ
と
旅
へ
出
る
。
か
の
呪
わ
れ

た
地
で
彼
女
は
、
は
じ
め
て
の
友

達
、
仕
事
、
恋
を
経
て
レ
ー
エ
ン

デ
に
帰
る
べ
き
場
所
を
見
つ
け

た
。
そ
し
て
、
レ
ー
エ
ン
デ
が
巻

き
込
ま
れ
る
争
乱
へ
と
足
を
踏
み

入
れ
る
。

　
依
頼
人
は
、
先
生
。
学
校
で
起

こ
る
ふ
し
ぎ
な
事
件
。
殺
人
事
件

は
な
い
。
で
も
ト
リ
ッ
ク
は
本
格

的
。
夜
の
学
校
。
プ
ー
ル
に
放
た

れ
た
金
魚
。
だ
れ
が
、
な
ん
の
た

め
に
？
４
年
１
組
の
辻
堂
天
馬
・

柚
木
陸
・
神
山
美
鈴
、
通
称
「
ミ

ス
テ
リ
ト
リ
オ
」
が
先
生
の
依
頼

で
動
き
出
す
！
「
ぼ
く
は
読
者
に

挑
戦
す
る
」
名
探
偵
・
辻
堂
天
馬

の
挑
戦
に
、
キ
ミ
は
こ
た
え
ら
れ

る
か
？

放
課
後
ミ
ス
テ
リ
ク
ラ
ブ

知
念
実
希
人
／
ラ
イ
ツ
社

レ
ー
エ
ン
デ
国
物
語

多
崎
礼
／
講
談
社

　戦争という生き物に対しての本。戦争は何でも出来
る。でも戦争はカエルに何を話すべきかをわかってい
ない。自分の考えを持ってはいても知ろうとはしない。
戦争は戦争の目でものを見る。それ以外は何も見よう
とはせずに自分勝手に迂愚に大きな口をあけて生き物
たちを苦しめる。時にガスとして、汚染水として、破
壊者として。

なぜ戦争はよくないか
作・絵
アリス・ウォーカー
ステファノー・ヴィタール

森の子ども図書
№219

＼今月は５冊！／

図書コーナー … 金山町中央公民館内　９：００ ～ １７：００

交流サロンポスト
月～金　１２時３０分～１７時３０分まで
※１２・１・２月は１７時閉館
※祝・盆・正月は休み

【問合せ】　東京金山会 広報担当　藤山善夫　☎080－5525－0435　mail：fujiyama.d.siren@ae.auone-net.jp

総会・ふるさとを語る集いを開催します！

東京金山会通信 №61 ◀こちらから東京金山会の
　ページにアクセスできます
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永山　茂樹さん（金山町出身）
歌を始めて50年。これまで３曲の歌を自主製
作し、たくさんのステージで披露しています。
最新曲の「新庄あじさい演歌」をはじめ、金山
への想いを込めた「望郷の詩」や「ふるさと金
山炎華ばやし」は金山の街並みや伝統の祭りを
思い出す素敵な楽曲となっています。

浜　博也さん（山形県出身）
「鶴岡雅義と東京ロマンチカ」３代目リー
ドボーカルとして歌謡界へデビュー。平成
６年から東京ロマンチカを離れ、ソロ活動
を開始。ヒット曲「おまえがすべてさ」「お
まえに逢いたい」はじめ全国区で活躍。
YBC山形放送（ラジオ）毎週土曜「博也と
まどかの歌謡ロード」に出演中。

金山町
集落支援員

集落支援員　齊藤　珠樹

いっしょに 健康づくり しませんか！
◀ふれあい
　スポーツクラブ
　公式インスタグラム
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